接尾辞「ずくめ」の仮名遣い by 坂梨, 隆三
「近松の四つがなについて」
）にお
、
て、
接
尾語「ずくめ」
旧
稿（
閃山大学法文学隔ぞ栢記戻芸号
し
．の歴史的仮名遣いは「づくめ」よりも「ずくめ」とすべきことを
併せて述べた。その後とくにそのことについて深く考えることもないままに十年近
くが過ぎようとする。今日の信頻すべき辞苔が
「づくめ」説をとることはかわらない。そして今、森岡先生の突然の訃報に
接
した。
ここでは旧稿の補訂
を主として、詳しくは後考を侯つことにし
たい
。補訂の要点は、⇔近松の時代物に「づくめ」が一例見られ
ること、⇔歴史的仮名遺いを「ずくめ」とする考えはすでに明治期の日本大辞笞、帝国大辞典等
にも見られるということである。
用例を兄ながら今少しそれについて考えることに
する
。
旧
稿において近松世話物の「ずくめ」四例を示した。その注に語
形のみを挙げた傾城洒呑窒子の「ずくめ」は活字本
によ
るもので
あった
で以下それをも含め、時代物の例を丸本により初浜頃に
（目にふれ
た
ものだけであるがその限りでは「ずくめ」の
示
す
。
接尾語
「ずくめ」
万が「づくめ」よりも多い。）
りけ
ふこ
そ五日舟りとて、むこの二の宮きをはつて、かな物
II
の乗物
に録含やう
のハ人がた（曾我五人兄弟・ニ、
八行本13ウ、元禄十二年、正本近松全渠三、474頁。七·八行本19ウもコ9くめ」）
③其
あひ馬の次信が後家、たとへかたきが馬ずくめ
、こAIC
ぷをつけかし
こにぶを打（源義経将菜経•四、八行本47オ、
宝永三年、正 近松全渠六・177頁）
⑥よ
ってから
めよとぞよばヽ
れば両方門をは
たとう
ち町々おこ
って棒
lI
、おきあがればた きふせ立あがればぷちふせ
（加増曾我・ニ、十行本16ウ、宝永三年、正本近松全渠六
．
2 44
頁）
ぃ逆
からかして帰るとは咄に
も聞ぬこと、こらや袈理
II
になったかとこゑを上て泣給ふ辺理のうへの逍理也（傾城反魂香・中・八行本44オ、宝永五年、正本近松全集八•381頁。七行本60ゥも
「
ずくめ」）
の仮名遣い
坂梨隆
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⑥射
とれや／＼と矢さきを
そろへ、よこぎる雨と射か
く る
矢
さ き 、 さ し っ た り と 小 太 刀 を ぬ い て は ら り ー＼ と き り お と す 、され共よろひのすきまl＼矢ずくめにすく
め ら れ 、 今 は 是 ま
（ 吉 野 都 女 楠 ・ ニ 、 七 行 90 丁 本 36 オ 、 正 本 近 松 全 集 十 ・
で
、
303 頁 ）
⑱も
とめ究の上にかけ上り腹きらんといたせしを、某
知ずーq
刻 に し て う ち ふ せ 首 取 て 侯 （ 吉 野 都 女 楠 ・ 三 、 七 行 本 39 ウ 、宝永七年、正本近松全集十•310頁）
．君
のお為をし
らぬか、おためー＼と渡辺がお為ずくめのひ
‘‘‘, 7 ,|, 
i り や ft・ ・
ね り 紆 、 漸 虫 を し づ め け る （ 弘 徴 殿 穀 羽 産 家 ・ 三 、 七 行 89 T本42オ、正堕一年、正本近松全巣十ニ・199頁）
とう
③見
よ ／＼ 平 家 に あ は ふ か せ 栢 氏 一 統 の 御 代 と な
し 、i
邑節冠紅屡な忍年3
め で た い
II
にして見せんと（平
家女設島・五、七行
84
丁本84ウ、享保四年、正本近松全集十
九 • 426 頁 ）
お か じ め
・⑲、囮
はぎはみや
のぎっヽじか関梅やさくらの花もみぢ、天
しき
より四季の
し き せ し て
、手かたの外の色ずくめ、かねずくめ
え い ぐ わ ｀‘ん か ん じり
なる身の栄花、金の冠をきぬ斗（傾城洒呑堂子・四・五、享
．． 
保四年、七行85丁本61ウ、正本近松全渠二十•286頁）
ぃS
．皿
握 こ ぶ し に 息 吹 か け 七 ッ 八 ッ 十 二 三 あ た ま
も く
だ け と は り
廻す、一子太四郎とんで出、そ
り や 親 父 様 な げ た 打 こ
ろせ
大
じない、まつかせと立かヽり家内がよって棒ずくめ、やうや
う 長 を 引 の く る （ 傾 城 洒 呑 窯 子 ・ 四 ・ 五 、 七 行 本 79 ウ 、 正 本近 松 全 集 二 十 • 322 頁 ）
ょ"-
⑫横
笛がかわりにて名も横ふゑと呼からは、其まヽこっちの
かヽヘの内、てがたの通勤さす
、 暇 が ほ し く は 五 十 目 に 廿 ゎ
り ま し 千 貫 つ め 、 男 共 横 笛 を と め 、 殺 兄 弟 棒 切d以． に し て 追出 せ た A き 出 せ と い ふ 所 に （ 傾 城 洒 呑 箪 子 ・ 五 、 七 行 本 85 オ 、正本近松全集二十•333頁）
⑬ァ
ヽ 先 々 々 先 待 給 へ 、 大 納 言 万 へ 殿 を 呼 よ せ め の ま へ に て か
ヽせしと申からは
、往生ずくめにいか成なんだいかヽせしも
し れ ず 、 ひ ら い て 跡 の 返 事 （ 井 筒 菜 平 河 内 通 ・ 三 、 七 行 印 丁本45オ、享保五年、正本近松全集二十•429頁）
右 伺 の 「 矢ず く め 」 は 山 田 美 妙 「 日 本 大 辞 宙 」 （ 明 治 26 年 ） 、
蹂起5
「帝国大辞典」（明治29年）も挙げるものであり、この「矢
ずくめに
II
ら れ 」
と い う 言 い 方 は 「 ず く め 」 と 迎 用 形 「 す く
め」の関係の
近さを思わせるものである。「日本大
辞 宙 」 は 「 ず
く め 」 に つ き 、
〔 す く め （ 疎 ） ノ 義 、 即 チ 其 物 パ カ リ デ 覆 ヒ 辣 メ ル 意 〕 。 ス ペテ 、 物 パ カ リ デ 覆 ヒ ス ク メ ル 体 ノ 義 ヲ 現 ス 話 。
とする。（「帝国大辞典」も殆どこれと同じ。）
右 ⑱ の 「 矢 ず く め 」 も 、 多 く の 矢 を 射 掛 け 、 相 手 が 自 由 に 動 け
な い ( n 身 動
きができない）よう
にするということだ
ろ う 。 伺 の
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「矢ずくめ」は「矢が体に何本もびっしりと突き刺さった状態」が想像
されろけれども、さらに、そのことにより体が自由に動けないでいるという
意を持つと考えるべきだろう。
＠皿、・⑬の 棒ずくめ」、また、世話物の「棒ずくめ」一一例
（「ぼうずくめ」曾根椅心中。「ばうずくめ」薩昭歌）は、そのように解す
ろことによって初めて
理解し得ろもので
あろ
う。
参考までに評判記の例を二つ、
ま
た、「艶道通鑑」（正徳五年）
．から二例挙げておく。
みちゃ
てう
⑯其
道屋の親方、小判ずくめにして、三つの年からもらひ朝
ほ荘大事にかけて
そだてける程に（役者我身宝、江戸之巻、正
葱六年、歌舞伎評判記染成六・145頁）
ことば
．
⑱兄
先の詞を
そむか
ずつやずくめにあしらふをよしとおもへ
いちごんらち
ろ且がたよりは 一言で埓のあく当地のいきかた、なんと見たか皆のものと（芝居昭小袖、京注文、正術六年、歌舞伎評判記集成六•235頁）
ナ
が
⑱ばらはしき名を世上に流す事・・・・・其源を正せば無理ずく
めの婚礼より起れり（下、十九ウ）
じうめん
⑬外
聞をおそれ義理ずくめにかヽりては一季半季は霰面作り
（下、二十オ）
さてそれでは、⑥の「めでたいづくめ」はいかに説明されるか。
「めでたいづくめ」の意味は、「いいこと
ずくめ
」「新記録ずく
め」「結構ずくめ」などの現代語の「ずくめ」に極めて近い。「：·でいっばいだ」の意味に臨きかえら
れる。し
かしこのコ9くめ」
も今日、「好ましく
ないものでいっばい」の場合は、「悪いこと
ずくめ」とは言
わず
、むし
ろ「謳いことだらけ」のように「だら
け」で表すこ が多いようだ
。
近松のころ、もともと
「すくめる
（すくむる）」の辿男形から出たコ'
くめ」だと
しよう。だとするとそれは、その物で覆って
、（
また
は、取り囲んで、取り巻いて）身動きがならないほ にする、というのが本来の意味 あ
った
ろう
。あるいは、身動きがならない
ほどにそ 物で覆う、云々としてもよい。
もともとそれは、
「棒ずくめ」「矢ずくめ」の如く、「棒です
くめる」「矢ですくめる」の
形に還元し得 ものであ
った。すく
めら
れろ側からすればあまり好ましい文脈で用いられるものでは
なか
った。その「ずくめ」の用法が広がり、「身動きが出来ぬほ
どにそれで
覆われていろ。」から、
「それでいっぱいに覆われて
いる。」となり、「（好ましいことで
）いっぱいだ。」の意をも
表すようになったものだ
ろう。そうなろ
とそれは本来の「すくめ
る」
を
一々想起させることがない。そうい
うとこ
ろに「づくめ」
の表れろ下地もあっ
たといってよか
ろうか．
そういった下地は明治以後にもひきつがれた。大言海・大日本
国語辞典など長く行われるようになった代表的な辞由が、「尽く＋め」↓「づくめ」説を採っ
たことなどは、その後にも大きな彩
-133-
響を与えたと思われる。楼本進吉「助詞・助動詞の研究」79頁にも「づくめ」と兄える。
実際、「ずくめ」は、接尾語「づく」「づめ」と共通する意味
を有する
ところもあ
り、旧稿でもふれたように、
コf\」と「づ
め」のコンタミネーシ．ンで
「ずくめ」
が生まれたとする可能性
も考えられはしよう。
しかしそれならばやはり、近松の丸本における「づくめ」に対
すろ
・「がくめ」の優位に
つ
いてもふれるぺきである。
．ここではくり返さないが、近松の四つ仮名
で迎渇によるものは
乱れがとくに少なかったのであ 。
たしかに、
「ずくめ」を「尽く」＋「め」と解することには本
当らしさが感じられ、こ
れを、例えば現代の用例のみから判断す
るならばそれは確かに有力な説となる。然るに 世 用例に照らし
て
みろとき
なお一考すべき必要を感じるのである。
「すくめろ」は今日、河（首）をすくめる、射すくめろ、抱き
すくめる、のように用いられる。近松の時代物には次のような「攻めすくめる」の例もあろ。
かいらうだん
みなもと
かS
かの文党東大寺の二階捜に壇をかまへ、源の義朝公と困しる
せめ
で攻
ほんぞん
てう上くぎや9“ぅ
し本尊に立、平家濶伏の行法まぎれなき所、
四方を
つヽん
すくめ侯へ共、たゞ者ならぬ文党
太刀かたな
もゆる火も事とせ
ず（平家女護島・一 正本近松全集十九、264頁）
「すくめる」（他動詞）
の自動詞形は「すくむ」（四段）であ
る。
その連用形「すくみ」の接尾語的な用法もまた見られる。「立
らずくみ（あるいは「立らすくみ」）、「居ずくみ」である。「立らずくみ」は日荷辞書にも、タチ．スクミという項目があり、
Tachi:rucumini 
natte 
xinuru
. 
(立練みになって死ぬる）
という用
例があろ。「居ずくみ」は、
かふいへば忠兵街をにくみそねむ様なれど、ゐずくみぞ、あ
の男が身の成はてが
かはいひ（冥途の飛脚、中、正本近松全渠
十一、42頁）
のように用いられる。これ
らはそれぞれ複合勁詞が名詞化したも
の
である
が、「ー
4,v
め」を考えろ参考とはなろう。
接尾語「づめ」や「ぐるみ
」も、もと
はそれぞれ、「つ
める」
「くろむ」の迎用形である。もと動詞の連用形が一般に複合語の造語成分として用いられること（「泥まみ 」「庭づたい」「粘土づくり」等）は極めて多い。「ずくめ」が「すくめる」の連用形より出たとしても奇異ではな
明治期、
「ずくめ」とする辞笞もわずかに
あったが、やがて殆
どが「づくめ」のみとなる
。また、例えば、合根崎心中の「ぼう
ずくめ」（正本近松全集四•550頁）
につい
ても、従来「尽くめ」とす
るもののほか、藤井乙男「近松全集」第六巻など、
「すくめる」
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